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琵琶湖試料中の生物源シリカ含有率の過去約 10万年間の変遷とその要因
Last 100ka biogenic silica content variation in Lake Biwa, Japan and its factors
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琵琶湖の北湖内で採取された高島沖ボーリングコア中を用いて、過去約 10万年間の生物源シリカ含有率を 100年以下
の高分解能で定量分析した。生物源シリカは植物プランクトンの一種である珪藻由来の化学成分であり,珪藻量の変化を
近似的に表す。珪藻の増減は気温や降水量などの気候変化に左右されると考えられており、実際にバイカル湖やアフリ
カのマラウイ湖など世界各地で古気候記録の指標として用いられている。
　分析により得られた結果を周波数解析すると、長周期では地軸の傾きの周期的変化と歳差運動周期の 2つのミラン

コビッチサイクルが確認された。ミランコビッチサイクルより短い周期では、海洋表層循環や太陽活動などに起因する
とみられる周期性が確認できた。
　琵琶湖の生物源シリカ含有率記録は数十年から数百年と不規則なアップダウン繰り返している。そのアップダウン

中のピークの要因を検討するために明瞭なピークを抽出し,グリーンランド氷床コアや中国の石筍記録などのグローバル
で高分解の古気候記録と比較した。
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